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※詳細は裏面

信州学び円卓会議運営委員会事務局

026-235-7056
イベントの詳細・申込みはこちらから

申込期限：1月20日　(火)
※申込みは先着順となります

こんな人におススメ

・教育や学びに関心がある

・県内の様々な学びの実践について知りたい

・学びの実践者とつながり、何か一緒にできることを考えたい

主催：信州学び円卓会議運営委員会

後援：長野県、長野県教育委員会



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）
安曇野市立明科中学校 堀金猛 様（明科地域園小中高連携推進委員会）
安部映樹 様（フリースクール未来） ,新井直彦 様（まつかわマイプロジェクト）
小口浩美 様（一般社団法人LINKOS）,川向思季 様（合同会社キキ）
草本朋子 様（白馬インターナショナルスクール）
田嶋朝羽 様（一般社団法人KOKO）,田中千央 様（キソツク子どもの学校）
チーム「表現とコミュニケーション」様（県文化振興課・表現コミュニケーションLab.）
附田賢一 様（上田市立東小学校） 
市川寛 様・市野敬介 様 他（寺子屋TANQ・一般社団法人次世代教育・産官学民連携機構）
戸枝智子 様（NPO法人子ども・若者サポートはみんぐ）
中楯浩太 様（信州卒近Labo）, 長野県公立小中学校事務研究会 様
南信教育事務所飯田事務所 様 , 舟越暁 様（生坂村立生坂小学校）
松本市役所若者参画課 様 , みんなの居場所ひらひら平谷 様
村上陽一 様（信州フリースクール居場所等運営者連絡協議会）
薬丸詩織 様（株式会社SELFOLOGY LAB)

スケジュール

www.subarashiisaito.co.jp

概　要 スケジュール(予定)

申し込み期限（先着順）：1月28日(水)

他者と協働しながら社会の課題と向き合う
新しい社会の創り手を育むために
他者と協働しながら社会の課題と向き合う
新しい社会の創り手を育むために

日 　時

場　所

2026.

実践の紹介をいただく個人・団体

信毎メディアガーデン・ホール

※会場には駐車場はございませんので、周辺の駐車場か
　公共交通機関をご利用ください。

13:00-17:30(水)2.４ 12:30-
開場・受付開始

15:15-16:40
作戦会議セッション
　－子どもと共につくる
　　ワークショップ

13:40-15:00
ブース発表（20分×4回）
　－20団体・個人による学びの
　　実践紹介

15:00-15:15
休憩

16:40-16:50
休憩

17:30
写真撮影・終了

13:00-13:40
オープニングセッション
　－参加者チェックイン

「学びの新しい当たり前」を共に創る「学びの新しい当たり前」を共に創る

長野県松本市中央２-20-2

信州学び円卓会議運営委員会事務局

026-235-7056
イベントの詳細・申込みはこちらから

申込期限：1月20日　(火)
※申込みは先着順となります

16:50-17:25
クロージングセッション
　－信州学び円卓会議座長と
　　参加者の振り返り対話

①子どもたちが学校等でやりたいことを支える
➁教員が学校等でチャレンジしたいことを支える
③一人ひとりの学びや得意を共に認め合う仕組みを検討する

信州学び円卓会議　重点取組項目

子どもと共につくるワークショップ
信州学び円卓会議重点取組項目のテーマに参加者がわかれ、
それぞれで「私ができること」や『コラボしたいこと』を考
えるワークショップを行います。ワークショップは子どもた
ちと信州学び円卓会議事務局が共同で企画・運営を行う予定
です。

④長野県の中山間地域の強みを活かした特色ある学びを広げる
⑤「こどもまんなか社会」の実現に向けた様々な機関の連携
    ・協働を進める
⑥多様な学びの場を信州全体で支えるネットワークを再構築する

それぞれの方が取り組む学びの実践や、上手くいっている
こと・力を借りたいことをご紹介をいただく予定です


